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令和５年９月 25日作成 

一般社団法人 大阪府薬剤師会 

 

新型コロナウイルス感染症に係る保険薬局における診療報酬上の取扱い等について 
【令和５年 10 月１日以降の取扱い】 

 

公費２８ 

新型コロナウイルス感染症治療薬に係る処方箋調剤を受けた場合、その薬剤料について、一定の自

己負担を求めた上で公費支援の対象とする（令和６年３月末日まで）。 

院外処方箋により交付可能な新型コロナウイルス感染症治療薬： 

経口薬「ラゲブリオ」、「パキロビッド」、「ゾコーバ」、（点滴薬「ベクルリー」） 

公費負担者番号     ：２８２７０８０９（大阪府に所在する保険薬局） 

公費負担医療の受給者番号：９９９９９９６ 

新型コロナウイルス感染症治療薬の薬剤料に係る患者自己負担の上限（１回の治療当たり）： 

１割の方：3,000円、２割の方：6,000円、３割の方：9,000円 

※ 調剤技術料や薬学管理料は公費支援の対象外。 

 

薬学管理料 

患者来局 
又は 

オンライン

服薬指導 

新型コロナウイルス感染症患者に 

新型コロナウイルス感染症治療薬を 

交付し、対面又は情報通信機器により

必要な指導※１を行った場合 

服薬管理指導料「１」「２」「４のイ」「４のロ」の 

150/100  89点 又は 68点 

服薬情報等提供料１※３ 

処方医の 

指示により 

患家を 

緊急訪問 

新型コロナウイルス感染症患者への 

対面による服薬指導 

在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料１※２ 500 点 

服薬管理指導料に係る加算 

服薬情報等提供料１※３ 

患者家族等への対面による服薬指導 

在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料２※２ 200 点 

服薬管理指導料に係る加算 

服薬情報等提供料１※３ 

処方医の 

指示により 

高齢者 

施設等※４を 

緊急訪問 

新型コロナウイルス感染症患者 又は 

現にその看護に当たっている者への 

対面による服薬指導 

在宅患者緊急訪問薬剤管理指導料１※２ 500 点 

服薬管理指導料に係る加算 

服薬情報等提供料１※３ 

情報通信機器を用いた服薬指導 

在宅患者緊急オンライン薬剤管理指導料※２ 59点 

服薬管理指導料に係る加算 

服薬情報等提供料１※３ 

※１ 新型コロナウイルス感染症治療薬を交付するに当たり、副作用、併用禁忌等の当該医薬品の特性を踏まえ、

当該医薬品に係る医薬品リスク管理計画（RMP）を理解し、RMPに基づく情報提供資材を活用するなどし、

当該患者に対して当該薬剤の有効性及び安全性に関する情報を十分に説明した上で、残薬の有無を確認し

指導するなど当該薬剤に関する指導。 

※２ 服薬管理指導料及びかかりつけ薬剤師指導料等との併算定は不可。 

※３ 保険医療機関から情報提供の求めがあり、当該患者の同意を得た上で、薬剤の使用が適切に行われるよう

残薬を含めた当該患者の服薬状況等について確認し、当該保険医療機関に必要な情報を文書により提供等

した場合に、服薬情報等提供料１（30点）が算定可能（月１回の上限なし）。 

※４ 高齢者施設等における対象者は次の①②のとおり。 

①介護療養病床等に入院している者又は介護医療院若しくは介護老人保健施設に入所する新型コロナウ

イルス感染症患者（薬剤料も算定可能） 
②地域密着型介護老人福祉施設又は介護老人福祉施設に入所する新型コロナウイルス感染症患者 
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（参考） 

・令和５年５月 17 日事務連絡「「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う新型コロナウイルス感染症に係る

診療報酬上の臨時的な取扱いについて」にかかる疑義解釈資料の送付について（その３）」 

・令和５年９月 15 日事務連絡「新型コロナウイルス感染症の令和５年 10 月以降の医療提供体制の移行及び公費支援の具体的内容に

ついて」 

・令和５年９月 15 日事務連絡「令和５年秋以降の新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」 

・令和５年９月 22 日事務連絡「新型コロナウイルス感染症の令和５年 10 月以降の公費支援に関するリーフレットについて（周知）」 

  別紙 

https://www.mhlw.go.jp/content/001098071.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001098071.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001147051.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001147051.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001147402.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001149217.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001149218.pdf


令和５年10月から
窓口での負担が生じます

新型コロナウイルス感染症の治療薬について

作成：令和５年９月

令和５年10月以降の
公費支援等について
（厚生労働省HP）

医療費の自己負担割合に応じて、上記治療薬の

薬剤費として、以下の窓口負担をお願いします

（これを超える部分は、公費で負担します）

３割の方 9,000円

２割の方 6,000円

１割の方 3,000円

10月以降

※各治療薬共通

※ 治療薬は、医師が必要と判断した方に使用されます
※ 薬剤費以外の医療費（診察料、処方料、調剤料等）は、５類感染症に移行した

令和５年５月８日以降と同様の取扱い（窓口負担あり）となります

新型コロナウイルス感染症治療薬（経口薬のラゲブリオ、

パキロビッド、ゾコーバ、点滴薬のベクルリー）の薬剤費は、

9月末で全額公費負担（窓口負担なし）の運用が終了します



10

1

R5.5/8 R6.4/110/1

15

7



10

3,000 6,000 9,000

9,000

10

8

10

1

10


